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主
は
生
き
て
お
ら
れ
る
！ 

 
 
 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
崎
和
子 

 

イ
エ
ス
様
に 

つ
き
従
っ
て
行
っ
た

女
性
た
ち
は
、
イ
エ
ス
様
の
死
を
ど
の

様
に
受
け
と
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
男

性
の
弟
子
た
ち
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
解
放
の

夢
を
イ
エ
ス
様
に
託
し
ま
し
た
が
、
十

字
架
の
死
に
よ
る
敗
北
を
感
じ
て
意
気

消
沈
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
女

性
た
ち
は
、
こ
れ
と
少
し
違
う
と
こ
ろ

に
立
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
女

性
た
ち
は
、
イ
エ
ス
ご
自
身
が
告
白
さ

れ
た
受
難
予
告
を
繰
り
返
し
聞
く
中
で
、

イ
エ
ス
様
の
身
に
ふ
り
か
か
る
出
来
事

を
お
ぼ
ろ
げ
に
推
察
し
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
エ
ス
様

が
ベ
タ
ニ
ア
の
重
い
皮
膚
病
を
わ
ず
ら

っ
て
い
る
シ
モ
ン
の
家
で
食
卓
に
つ
い

て
お
ら
れ
る
時
、
女
性
た
ち
の
中
の
一

人
が
、
高
価
な
ナ
ル
ド
の
香
油
の
壺
を

割
っ
て
イ
エ
ス
様
に
注
い
だ
の
で
す
。

そ
の
行
為
を
、
イ
エ
ス
様
は
き
ち
ん
と

評
価
し
、
「
埋
葬
の
準
備
を
し
て
く
れ

た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
居
合

わ
せ
て
い
た
女
性
た
ち
は
、
イ
エ
ス
様

の
受
難
を
間
近
な
こ
と
と
し
て
予
感
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時

イ
エ
ス
様
は
、
十
字
架
の
受
難
の
死
を 

神
の
み
心
と
し
て
、
避
け
よ
う
と
は
さ

れ
ず
、
総
て
を
受
け
入
る
覚
悟
が
備
わ

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
覚
悟
を
女

性
た
ち
は
男
性
と
は
異
な
る
思
い
で
受

け
止
め
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す 

そ
れ
故
に
女
性
た
ち
は 

イ
エ
ス
様

の
十
字
架
に
直
面
し
、
空
の
墓
の
前
に

立
ち
つ
く
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
何

か
新
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い

う
予
感
を
心
に
抱
い
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て「
あ
の
方
は
、

こ
こ
に
は
お
ら
れ
な
い
。
復
活
な
さ
っ

た
の
だ
」
と
言
う
天
使
の
声
を
聞
く
の

で
す
。
こ
の
時
、
イ
エ
ス
様
が
究
極
の

苦
し
み
を
経
験
な
さ
っ
た
が
ゆ
え
に
、

私
た
ち
の
苦
し
み
の
何
も
か
も
が
分
か

っ
て
く
だ
さ
る
と
直
感
し
ま
し
た
。
そ

し
て
主
は
今
も
私
と
共
に
生
き
て
お
ら

れ
る
と
い
う
思
い
が
突
き
上
げ
て
き
た

の
で
す
。
そ
し
て
「
あ
の
方
は
生
き
て

お
ら
れ
る
。
私
た
ち
を
愛
し
救
っ
て
下

さ
っ
た
あ
の
方
は
、
今
も
生
き
て
お
ら

れ
る
」
と
言
い
放
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

以
降
、
彼
女
た
ち
は
生
前
の
イ
エ
ス
様

に
す
が
り
つ
く
よ
う
な
生
き
方
を
越
え

て
、
復
活
の
イ
エ
ス
様
と
共
に
生
き
て

い
く
の
で
す
。
イ
エ
ス
様
は
時
を
越
え

て
私
た
ち
の
中
に
も
生
き
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
覚
え
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
ご
復
活
を
喜
び
祝
い
ま
し
ょ
う
。 

 

２
月
・
３
月
の
予
定 

 

◆
２
月 

21
日
㈰ 

大
斎
節
第
2
主
日 

28
日
㈰ 

大
斎
節
第
３
主
日 

◆
３
月 

1
日
㈫ 

主
教
デ
イ
ビ
ッ
ド 

 
 
 
 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

4
日
㈮ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

6
日
㈰ 

大
斎
節
第
４
主
日 

7
日
㈪ 

殉
教
者
パ
ペ
チ
ュ
ア
と
仲
間
た
ち 

 
 
 
 

３
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

8
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

12
日
㈯ 

主
教
教
会
博
士
グ
レ
ゴ
リ
ー 

13
日
㈰ 

大
斎
節
第
５
主
日 

15
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

17
日
㈭ 

主
教
パ
ト
リ
ッ
ク 

18
日
㈮ 

主
教
教
会
博
士
エ
ル
サ
レ
ム
の
シ
リ
ル 

 
 
 
 
 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

19
日
㈯ 

聖
ヨ
セ
フ
日 

20
日
㈰ 

復
活
前
主
日
・
教
区
合
同
堅
信
式 

21
日
㈪ 

復
活
前
月
曜
日 

22
日
㈫ 

復
活
前
火
曜
日
・
聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

23
日
㈬ 

復
活
前
水
曜
日 

24
日
㈬ 

聖
木
曜
日 

25
日
㈮ 

聖
金
曜
日
（
受
苦
日
）
・
聖
マ
リ 

ヤ
へ
の
み
告
げ
の
日 

26
日
㈯ 

聖
土
曜
日 

 
 
 
 

イ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ィ
ジ
ル 

27
日
㈰ 

復
活
日 
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聖
堂
改
築
工
事
の 

借
入
金
完
済
、
報
告
書
を
配
布 

 
 

 

２
０
１
０
年
に
完
成
し
た
三
光
教
会

の
新
し
い
礼
拝
堂
は
、
教
会
員
の
み
な

さ
ま
の
献
金
と 

日
本
聖
公
会
の
各
教

区
・
諸
教
会
の
支
援
、
及
び
管
区
・
教

区
か
ら
の
借
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
た
も
の
で
す
。
お
恵
み
と
そ
の
後

の
努
力
に
よ
っ
て
、
２
０
１
５
年
12
月

に
は
管
区
・
教
区
か
ら
の
借
入
金
を
完

済
し
、
名
実
と
も
に
自
分
た
ち
の
礼
拝

堂
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
経
緯
、

支
出
と
献
金
の
内
訳
、
献
金
者
芳
名
、

今
後
の
課
題
な
ど
を
記
し
た
「
三
光
教

会
礼
拝
堂
改
築
工
事
の
報
告
書 

―
工

事
借
入
金
を
完
済
し
ま
し
た 

！ 

」
が

ま
と
ま
り
、
受
聖
餐
者
総
会
で
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
改
築
工
事
へ
の
献
金
は
次

に
予
定
さ
れ
る
教
会
の
建
築
営
繕
積
立

金
計
画
へ
引
き
継
が
れ
る
予
定
で
す
。 

      

 

２
月
14
日
大
斎
節
第
1
主
日
の
礼

拝
後
、
聖
堂
に
て
標
記
の
概
説
が
次
の

よ
う
に
行
な
わ
れ
た
。 

 

❶
教
区
再
編
成
準
備
室
の
設
置 

 

目
的
は
教
区
成
立
100
周
年
（
二
〇
二

〇
年
）
を
視
野
に
入
れ
て
―
。 

①
教
区
の
現
状
分
析
と
将
来
の
研
究 

②
聖
公
会
の
宣
教
体
制
の
再
編
成 

③
教
区
財
政
制
度
の
検
証
と
再
考 

④
牧
師
招
聘
、
派
遣
制
度
の
調
査
研
究 

 

❷
東
京
教
区
の
現
状 

①
信
徒
数
の
動
向 

二
〇
〇
二
～
二
〇 

一
四
年
で
634
名
の
減
少 

②
聖
職
者
数
は
約
一
〇
名
の
減
少 

 

二
〇
一
四
年
に
は
35
の
教
会
に
対 

し
現
在
司
祭
数
20
人
前
後
と
な
り
、
三

光
教
会
も
毎
週
聖
餐
式
が
で
き
る
時
代

は
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
対
策

と
し
て
は
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

⑴ 

現
在
の
教
区
の
教
会
配
置
を
白
紙

に
し
て
、
街
道
沿
い
、
或
い
は
鉄
道
沿

い
に
八
、九
の
地
域
に
区
切
り
直
し
て
、

地
域
ご
と
に
協
働
し
、
独
立
採
算
制
度

に
す
る
。 

⑵ 

教
区
の
組
織
を
再
編
成
、
ス
リ
ム

化
し
、
現
在
約
16
あ
る
教
区
の
委
員
会

は
独
立
性
を
保
つ
必
要
が
あ
る
も
の
を

除
き
主
教
座
聖
堂
の
配
下
か
教
区
事
務

所
の
配
下
に
入
れ
る
。 

 

主
教
座
聖
堂
は
宣
教
牧
会
エ
リ
ア
の

下
支
え
を
使
命
と
し
、
人
材
育
成
、
教

区
の
休
眠
状
態
に
あ
る
資
産
の
活
用
、

教
役
者
の
派
遣
等
に
よ
り
、
エ
リ
ア
内

教
会
の
協
働
関
係
を
強
化
、
合
同
の
聖

書
研
究
会
、
洗
礼
、
堅
信
準
備
、
キ
ャ

ン
プ
、
会
計
の
統
合
等
を
検
討
す
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
解
説
が
な
さ
れ
た
が
、 

い
ず
れ
に
し
て
も
「
宣
教
な
く
し
て
教 

会
な
し
」
と
の
見
地
か
ら
は
、
聖
職
を 

誇
り
と
甲
斐
あ
る
も
の
と
す
る
方
策
が

最
重
要
課
題
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
吉
村
輝
夫
） 

      

２
月
21
日
、
大
斎
節 

第
２
主
日
の

聖
餐
式
後
に
、
神
﨑
司
祭
よ
り
「
み
言

葉
の
礼
拝
」
に
つ
い
て
の
資
料
を
頂
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
な
ぜ
こ
の
「
み
言
葉
の

礼
拝
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
か
か
ら

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
教
区
で
は

聖
職
の
70
歳
定
年
制
度
に
よ
り
２
０

２
０
年
に
は
教
区
35
の
教
会
、
礼
拝
堂

で
司
祭
が
20
名
前
後
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
現
職
の
学
校
等
へ
の
出

向
、
新
し
い
聖
職
が
育
っ
て
い
な
い
等

の
諸
事
情
で
、
主
日
に
司
祭
不
在
に
な

る
教
会
が
増
え
、
三
光
教
会
も
例
外
で

は
な
い
と
…
。 

主
日
、
あ
る
い
は 

祝
日
に
司
祭
が

不
在
で
あ
っ
て
も
、
執
事
あ
る
い
は
信

徒
奉
仕
者
が
司
式
を
行
な
い
信
徒
が
聖

書
の
み
言
葉
を
中
心
に
共
に
祈
り
、
感

謝
と
賛
美
の
豊
か
な
礼
拝
を
献
げ
る
事

が
出
来
る
よ
う
に
意
図
し
て
こ
の
式
文

が
作
成
さ
れ
た
こ
と
。
下
町
教
会
グ
ル

ー
プ
協
議
会
で
は
、
お
祈
り
を
守
る
為

に
現
在
す
で
に
こ
の
式
文
が
使
用
さ
れ

て
礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

「
み
言
葉
の
礼
拝
」
に
つ
い
て
の
使
用

上
の
一
般
指
針
10
項
目
と
礼
拝
の
大

切
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お
話

も
伺
い
ま
し
た
。 

締
め
括
り
に
司
祭
か
ら
「
三
光
教
会

は
聖
餐
式
を
大
切
に
し
て
来
た
教
会
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
何
を
大
事
に
し
て

行
く
の
か
が
問
わ
れ
る
。
三
光
教
会
は

こ
れ
か
ら
も
「
お
礼
拝
」
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

「
み
言
葉
の
礼
拝
」
を
実
際
に
経
験
す

る
こ
と
で
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

（
記
・
藤
田
清
子
） 

 
 

婦
人
会
だ
よ
り 

（
２
月
） 

 

２
月
21
日 

出
席
者
29
名 

・
聖
歌
457
番 

 

２
０
１
６
大
斎
研
修
報
告 

❶ 

 

「
東
京
教
区
再
編
成
準
備
室
か
ら 

の
提
言
」 

 
 
 
 

―
藤
田
新
一
郎
氏
が
解
説
― 

 

２
０
１
６
大
斎
研
修
報
告 

❷ 

 

「
み
言
葉
の
礼
拝
」
を
学
ぶ 

 
 
 

―
神
崎
和
子
司
祭
の
お
話
― 



（3） 

 
・
「
聖
書
の
中
の
女
性
た
ち
」
の
学
び

は
12
月
に
引
き
続
き
ル
カ
に
よ
る
福

音
書
第
13
章
10
節
～
17
節
、
安
息
日

に
イ
エ
ス
様
に
癒
さ
れ
た
女
性
の
話
で

す
。
そ
の
時
代
の
女
性
の
立
場
、
そ
の

日
が
安
息
日
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
婦
人
会
の
遠
足
に
つ
い
て
話
し
合
い 

を
い
た
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
か
ら
率

直
な
御
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
声
を
尊
重
し
つ
つ
、
神

崎
司
祭
の
御
意
向
を
伺
い
な
が
ら
決
め

て
ま
い
り
ま
す
。
気
候
の
良
い
５
月
頃 

を
予
定
し
て
い
ま
す
。３
月
に
は
日
時
、

行
き
先
な
ど
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
石
田
敏
子
） 

２
０
１
６
年
・
三
光
教
会 

受
聖
餐
者
総
会
が
開
か
れ
る 

 

２
月
28
日
、
聖
餐
式
後
に
受
聖
餐
者

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
神
崎
司
祭
の
お

祈
り
に
始
ま
り
、
次
の
議
案
が
話
し
合

わ
れ
た
。
①
２
０
１
５
年
度
教
務
報
告

②
２
０
１
５
年
度
活
動
報
告 

③
２
０

１
５
年
度
会
計
決
算
報
告
・
会
計
監
査

報
告 

④
活
動
計
画
案 

⑤
２
０
１
６
年

度
会
計
予
算
案 

⑥
修
繕
積
立
金
承
認
。 

 

２
０
１
５
年
度
は
、
大
き
な
出
費
も

な
く
、
感
謝
記
念
献
金
が
多
か
っ
た
た

め
、
黒
字
と
な
っ
た
。
震
災
募
金
、
建

築
募
金
が
終
了
し
た
こ
と
も
大
き
い
。 

約
３
８
万
円
の
黒
字
は
任
意
積
立
金
に

入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

２
０
１
６
年
度
は
約
１
０
０
万
円 

の
赤
字
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
毎
週
の

教
会
の
掃
除
に
来
て
い
る
方
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
業
者
に
頼
む
か
も
し
れ

な
い
こ
と
で
清
掃
費
を
増
加
。
収
入
の

方
は
感
謝
記
念
献
金
を
抑
え
気
味
に
し
、

バ
ザ
ー
の
予
算
も
減
少
さ
せ
た
。
２
０

１
５
年
度
が
３
８
万
円
黒
字
で
、
２
０

１
６
年
度
は
１
０
０
万
円
赤
字
に
な
る

こ
と
に
は
意
見
も
出
た
。
収
入
の
見
込

み
額
に
対
し
、
支
出
予
算
額
を
組
む
べ

き
で
あ
り
、
１
０
０
万
円
の
赤
字
予
算

は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
財
務
の
方
か
ら
は
現
実
的
に
は
収

入
が
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
多
く

の
方
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
こ

の
予
算
で
通
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
承

認
を
得
た
。
最
後
に
、
建
築
営
繕
の
た

め
の
積
み
立
て
募
金
を
す
る
議
案
が
承

認
さ
れ
て
総
会
は
終
了
し
た
。 

 

年
に
一
度
の
総
会
に
、
も
っ
と
多
く

の
方
の
出
席
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た

総
会
の
中
で
あ
る
意
見
に
拍
手
が
起
こ

っ
た
が
、
議
事
を
左
右
す
る
よ
う
な
意

図
的
な
拍
手
は
控
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

（
受
聖
餐
者
総
会
書
記
・
橋
本
周
二
郎
） 

     

〔
総
務
委
員
会
〕 

◎
大
川
由
美
子 

○
頼
仰
史 

有
賀
寿 

秋 

池
田
か
お
る 

伊
藤
和
彦 

大
久 

保
忠
昭 

大
久
保
陽
子 

大
越
憲
子 

 

藤
田
太
寅 

藤
田
輝
男 

村
井
詔
子 

 

森
輝
子 

柳
原
君
子 

 

・
墓
地
委
員
会 

藤
田
太
寅 

大
川
由
美
子 

伊
藤
和
彦 

小
笠
原
溢
子 

篠
原
智
佐
子 

吉
川
晃 

頼
甲
子 

・
建
築
営
繕
委
員
会 

大
越
伸
二 

伊
藤
和
彦 

石
川
恭
温 

大
川
由
美
子 

大
越
保
正 

佐
々
木
敬

大 

藤
田
輝
男 

〔
財
務
委
員
会
〕 

◎
大
越
保
正 

○
橋
本
周
二
郎 

秋
元

清
美 

安
次
嶺
昭
男 

稲
田
紫
津
子 

佐
藤
功 

佐
藤
牧
子 

高
橋
良
枝 

永

井
信
行 

藤
田
新
一
郎 

森
明
子 

吉

川
晃 

〔
礼
拝
委
員
会
〕 

◎
橋
本
夏
子 
○
吉
川
晃 

橋
本
周
二

郎 

伊
藤
正
子 
今
井
香
津
子 

福
井

康
一
朗 

藤
田
誠 
黒
川
文
子 

藤
林

圭
子 

〔
宣
教
委
員
会
〕 

◎
藤
田
新
一
郎 

○
池
田
哲
朗 

五
十

嵐
真
知
子 

片
桐
和
子 

加
藤
由
喜
子

佐
々
木
敬
大 

関
塚
晴
美 

〔
社
会
委
員
会
〕 

◎
頼
甲
子 

○
伊
藤
和
彦 

石
田
敏
子 

小
笠
原
溢
子 

大
越
信
子 

菊
池
武
子 

佐
藤
百
合
子 

西
川
式
子 

 

ス
ザ
ン

ヌ
・
ク
ー
パ
ー 

平
野
淳
子 

本
間
郁

子 

宮
田
道
子 

柳
沼
多
佳
子 

吉
田

恭
子 

柳
原
仁
哉 

 

〔
広
報
委
員
会
〕 

◎
鈴
木
一 

○
藤
田
紀
枝 

大
久
保
郁 

子 

児
玉
美
智
子 

西
山
春
生 

藤
田

明
子 

藤
田
清
子 

村
井
美
帆 

村
上

紗
知
子 

吉
村
悦
子 

吉
村
輝
夫 

・
情
報
委
員
会 

藤
田
新
一
郎 

安
次

嶺
泉 

石
川
恭
温 

保
坂
誠 

牟
田
実 

・
歴
史
委
員
会 

鈴
木
一 

大
久
保
忠

昭 

藤
田
紀
枝 

ほ
か 

〔
バ
ザ
ー
委
員
会
〕 

◎
池
田
哲
朗 

○
大
川
由
美
子 

○
保

坂
誠 

有
賀
寿
秋 

五
十
嵐
真
知
子 

池
田
か
お
る 

伊
藤
ユ
リ
ア 

大
久
保

郁
子 

小
笠
原
溢
子 

斉
藤
和
子 

篠

原
智
佐
子 

高
田
智
子 

保
坂
悠
梨
子 

松
野
恵
美 

村
井
美
帆 

牟
田
実 

森

川
恵
美
子 

吉
川
和
明 

頼
甲
子 

稲

田
紫
津
子 

 

２
０
１
６
年
度 

 
 

諸
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
月
現
在
） 

 



（4） 

 
〔
ス
テ
パ
ノ
会
〕 

松
崎
尚
美 

頼
甲

子 
安
部
信
夫 

藤
田
誠 

 
 

・
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー 

今
野
久
美
子 

笹
沼
貴
子 
出
口
貴
子 

鍋
島
和
幸 

橋
本
泉 

〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〕 

◎
安
次
嶺
佳
子 

永
井
智
子 

橋
本
周

二
郎 

藤
田
誠 

松
崎
尚
美 

村
上
紗

知
子 

柳
原
仁
哉 

 

〔
城
南
グ
ル
ー
プ
教
会
協
議
会
〕 

伊
藤
和
彦 

大
越
伸
二 

大
越
保
正 

大
久
保
郁
子 

小
笠
原
溢
子 

〔
教
区
代
議
員
〕 

大
川
由
美
子 

松
崎
尚
美 

吉
川
晃

 
 
 

  

教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  

はじめて教会にいらした方へ 

 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、

毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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